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カキ生育調査の簡易化 と樹相診断 について
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1 は じ め に

作況把握の目的で生育状況や樹相の診断が行われるが ,

現在,カ キ (平核無 )では,それに係る基準が必ずしも設

定されていない。

そのめどを示す意味で,昭和58年～60年までの調査結果
に基づき,樹勢の強弱にかわる新梢長,着果の多少にかか

わる葉果比等の範囲値を算定するとともに,診断調査の簡

易化のための,関連する調査項目について,関係式の算定

を併せて行った。

2試 験 方 法

(1)供試園地及び調査樹

砂丘地及び洪積地帯から樹勢別 (中の弱,中 ,やや強 ,

強 )に 各々 4園地を選び. 1園地 3樹を対象に調査した。

砂丘地農試の場内樹については,樹勢中～強すぎ,を調査

した。

0)調査項目を樹勢,着苗,着果,果実月巴大等に関する
項目に区分し,表 1に示す。

表 : 生育に関する調査項目

3試 験 結 果

(1)生育調査の簡易化 (便法 )に ついて

新梢の伸長停JL期 (6月 5日前後 )に生育調査が行われ

るが,こ の時期に樹勢の良否を数値でとらえるには,新梢

長が指標となる。母枝からの新梢全部を測定して求める平

均新梢長は,母技先端新梢長との相関が高く,先端新梢長
を測定することによって,平均新梢長力漠 出できる。

また,葉の大小も樹勢の良否に関係するので,新梢全部

が緑化した開花後に測定するのがよく,葉面積が指標とな

る。葉身長(X)と葉面積(Y)と の関係から,葉身長だけ
測定すれば葉面積は算出できる(以上表 2の関連回帰式)。

着奮程度については,結果枝率 (X)と葉雷比 (Y)と
の関係から,着果状況については,着果枝率(X)と 葉果比

(Y)との関係から各々算出することができる (表 3の関
連回帰式 )。

(2)樹相診断基準

1)樹勢の強弱に関する範囲値
新梢長,葉の大きさについては,樹勢の強弱間に有意な

差がみられ,葉色も, 7月 下旬～ 3月 下旬において,僅差

ではあるが,樹勢が強いほど濃い傾向がみられた。これら

にかかわる範囲値を表 2に示した。

ただし樹勢の良否を判断する場合に 1項目だけでなく,

数項目をあわせ総合的に見る必要がある。

2)着曹,着果の多少に関する範囲値
葉雷比は,例年並の着雷では 5前後であり,75以 上で
は着奮は少,40以下では多とみなされる。

葉果比は,摘雷,摘果を行い, 1結果枝当たり1果を着

果させている状況では,13前後であったが,M級 (160タ
～190夕 )の牛岸に必要な葉果比は,16～ 20程度とみなさ

れることから,この範囲の葉果比を,中の着果程度に位置

づけた (表 3)。
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1樹当たり収量 (着果数×果重 )は樹冠容積との相関が

また, 1樹 当たりの収量には樹冠容積の大小の影響が大  高く,樹冠容債は,樹体調査,容積計算の容易な1/2円 筒容
きく,葉果比の大小も関係することから,単年度だけでは  積が妥当と考える。
あるが,円錐台視容積及び1/2円筒視容積と,収量との相関   なお,ν 1/2円筒容積・ 葉果比 と収量の相関係数はγ=
を検討し,その結果から樹冠容積・ 葉果比と収量との関係  09693糧で,最小二乗法による回帰直線は,Y-973X―
式を求め,それによる収量予測についても検討した。    126(た だしY=収量,X‐ ν1/2円筒容積‐葉果比 )で
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12～ 18m

14～ 17釧 17m以 上

500≦ 525 525≧ 550

25～ 28以下

項

表 2 樹勢の強弱に関する範囲値

母枝先端
新  梢  長
母枝単位
最大葉葉面積

葉  身  長

生  長 比

注  1

2

関 連 回 帰 式 な ど

葉
Ｃ

母枝先端新槍長Ⅸ)と平均新梢長につ関係
Y=063X+21

葉身長(X)と 葉面讚 (Y)の 関係
Y-125X-898

カキ葉色票値

生長比= 又 は

注 生長比は,樹勢の上向き (強化 ),¬司き (弱化 )の傾向を示めす値とみるのが妥当である。生長比の大小
は,必ずしも樹勢の強弱に対応しない。

表 3 着菅,着果の多少に関する範囲値

葉果比(X)と 果nfYlの関係式 Y=-008X2+496X+1197を 照合して,葉果比範囲を設定。着果程度
「中 Jの範囲は,M級 (160～ 190′ )果の生産に対応する。
3か年平均の葉果比 :135± 30(n-71),果重 1730± 187

図 1

./碑 イ本■ 1葉哭lt

%円筒視した樹冠容積■葉果比
と 1樹当たり収量

ある(図 1)。

4 ま  と  め

生育調査の簡易化として,母枝先端新梢長から,平均新

梢長,葉身長から葉面積を各々算出できる。

着奮,着果についても,結果枝率,着果枝率を調査する

ことによって算出できる。

樹相診断については,樹勢を強,中 ,弱に区分し,母枝

先端新梢長,葉身長,生長比率それぞれの範囲値を設定し

れ

着雷 ,着果についても少,中 ,多に区分し,結果枝率 ,

着果枝率等それぞれの範囲値を設定した。

以上のことから,着雷,着果が安定 し,着実肥人も良く,

熟期もおくれない樹相は,砂丘地及び洪積地とも樹勢が中

庸である。

項 目
着 奮 ,着 果 の 程 度 別

関 連 回 帰 式 な ど
少 中 多

着
菅
関
係

結 果 枝 率 30%以 下 31～ 65% 65%以 上 乍塾稿特爵軍ヤ認β鸞8J
葉曹比の3ケ年平均 (n=72)
54± 20 3ケ年の着督→例年並み葉 書 比 75 以  上 75～ 40 40 以 下

着
果
関
係

着 果 枝 率 20～25%以下 25～ 45% 45%以 上 着果枝率=1馨
島静軍暑予番

X100

着
季J蓄肝詣識 ηβ鴨 4“葉 果 比

※
25～ 20以 上 20 ‐́ 16 16以 下
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